
特定行為研修制度のパッケージ化によるチーム医療の推進について（イメージ）
特定行為研修制度は、特定行為区分を組み合わせて受講する仕組みとなっており、手術前後の病棟管

理業務や術前・術中・術後管理など一連の業務を担うための研修を広く行うには不十分であるため、頻度
の高い特定行為及び特定行為研修をパッケージ化した。

外科術後管理領域 術中麻酔管理領域 在宅・慢性期領域

患者に対するきめ細やかなケアによる医療の質の向上、医療従事者の長時間労働の削減等の効果が見込まれる。

在宅・慢性期領域において、療養が長期
にわたる、もしくは最期まで自宅または施設
等で療養する患者に柔軟な対応が可能に。
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外科の術後管理や術前から術後にかけた麻酔管理において、頻繁に行われる一
連の医行為を、いわゆる包括的指示により担うことが可能な看護師を特定行為研
修のパッケージを活用して養成することで、看護の質向上及びチーム医療を推進。

５


